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コロナ禍と寺子屋
カンボジア

学習者の声

ミャンマー

　2020年から世界中でまん延する新型コロナウイルス感染症は多くの感染者・死者を出し、人々の生
活を大きく変えてしまいました。日本でも休校や、行事や活動の制限など、子どもたちの学びにも大き
な影響を及ぼしています。「世界寺子屋運動」で支援している途上国の「学びの場＝寺子屋」では、どのよ
うな変化が起きてきたのでしょうか。

支援国の学習者から届いた
「ありがとう」のメッセージを紹介します。

　故郷の紛争のため、パキスタンのペシャワールにある難民キャ
ンプに逃れました。そこには学校がありませんでした。アフガニス
タンに帰国しましたが、家は破壊され、住む場所がありませんでし
た。そのため国内避難民キャンプに
移り住みました。そこで開催された
識字クラスで読み書きや計算を学び
ました。算数が得意で、子どもに教
えることもあります。同じキャンプで
実施されていた裁縫クラスにも参加
しました。将来は仕立てのお店を開
いて家族を支えたいと思います。日
本の皆さんには、コロナ禍の厳しい
状況でも支援してくれたことに感謝
したいです。

　3年前、家事や農作業の手伝いと弟妹の世話のた
め、小学校を退学しました。学校をやめたことはとて
も後悔していました。本当は戻りたかったけど、恥ず
かしいとも思っていました。寺子屋の先生が家に来
て、勉強を続けるよ
うに言ってくれた時
は嬉しかったです。
今は勉強が楽しく、
先生も面白いです。
新型コロナウイルス
についても、寺子屋
で予防法を学びまし
た。将来は私も先生
になりたいです。

　家庭が裕福ではなく、子どもの頃
は、料理や家畜の世話、農作業、そ
して弟の世話など多くの家事をしな
ければなりませんでした。そのため
学校には通えませんでした。学校が
遠かったのも理由です。ルンビニの
寺子屋で識字を学べると聞いて参
加しました。コロナの影響で中断は
ありましたが、クラスでは多くのこと
を学びました。公衆衛生など家庭で
役立つことも学べました。

　ミャンマーは2月1日に起き
たクーデターのため現在連絡が困難な状況となって
います。2月中は各地域の状況に応じ、休止をはさみ
ながらも20年度プログラムの第1学期を終えること
ができましたが、3月以降は33の全ての村で活動を
休止しています。
　今後も関係者の安全を最優先にしながら、国の未
来を左右する今を必死に生きる方々に寄り添い、私
たちにできる支援を模索していきます。

アフガニスタン
ガルバシュラさん  30歳

ネパール
シタ コハールさん  38歳

シナさん  14歳

(公社)日本ユネスコ協会連盟のYouTubeチャンネルでは、コロナ禍の寺子屋の活動状況について動画で紹介しています。

コロナ禍におけるカンボジア寺子屋の現状について、
現地スタッフがわかりやすく説明しています。

カンボジアのタトラウ寺子屋の復学支援クラスに通う
スレイナクさんのインタビューです。

カンボジア寺子屋の今 復学支援クラスで学ぶスレイナクさんの1日

動画QRコード 動画QRコード

教育を
受けられない

収入が少ない
読み書き

計算ができない
（生活の基礎知識が不足）

安定した職業に
就けない

貧困のサイクル

教育機会の提供

何が書いてあるでしょう？
ク イ ズ

　新型コロナウイルスなどの感染症の予
防に「手洗い」が重要であることは、この一
年で広く世界中に認識されました。このポ
スターも、クメール語（カンボジアの公用
語）で書かれた手洗い啓発ポスターです。
イラストから手洗いの案内だと想像はでき
るかもしれませんが、文字が読めないと文
章の内容を理解することはできません。
　ユネスコによるとカンボジアの成人識字
率は81%※で、カンボジア人の大人でも5
人に1人はこのポスターが読めない可能性
があるのです。もし命を守るための重要な
情報を知ることができなかったら…？
　「識字」は単に勉強をするために必要とい
うだけでなく、健康や命にかかわる知識を
得るためにも大切なことなのです。
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“世界寺子屋運動”名古屋実行員会
マスコットキャラクター
「はがきちゃん」

(マスク手洗いver.)

　世界には、文字の読み書きができない成人（15歳以上）が約7
億7,300万人、学校にいけない子ども（6～14歳）が約1億
2,100万人いるといわれています※。そのほとんどは途上国に暮
らす人びとで、教育が受けられないために読み書きができず、そ
のために安定した職に就けず、収入が少ないことからまたその
子どもも教育を受けられないという「貧困のサイクル」から抜け
出すことが難しい状況にあります。
　この悪循環のサイクルを断ち切ることを目的に、(公社)日本ユ
ネスコ協会連盟が主催する「世界寺子屋運動」では、市民や団
体・企業からの書き損じはがき等の寄付により得られる資金で寺
子屋を建設し、指導者の育成や教材の購入なども含めた識字教
育を行っています。 (公財)名古屋国際センターは、1990年から
この運動に賛同し、名古屋実行委員会の事務局を担ってきまし
た。はがき1枚からできる「誰でもできる国際協力」として地域の
皆さまのご協力のもと「書き損じはがきキャンペーン」を展開し、
これまでに1億7,０００万円を超える支援を行ってきました。

　コロナ禍において、各国で教育格差が深刻化しています。イン
ターネット環境やパソコン等の機器が整備されていない地域や
家庭では、オンライン授業を受けることができません。また、親の
失業や収入の減少により、家計を助けるために中途退学を余儀
なくされる子どもは、教育を受ける機会を失ってしまいます。「世
界寺子屋運動」ではこうした子どもの復学支援にも力を入れて
いて、子どもたちが継続して就学できる機会を提供しています。
※UNESCO GEMR2020

「あなたと周りの人を感染から守るために」
「手をきれいに洗いましょう」 
手洗いイラストの横には、手を洗う場面が箇条
書きで書いてあります。（・咳やくしゃみをした時
・食事の前　・手が汚れたとき　など）

＜タイトル＞
＜２ 行 目＞

クイズの答え

（（公社）日本ユネスコ協会連盟）
（2021年3月末時点の情報です。）
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ミャンマー
成人識字率

76％

ユネスコ世界寺子屋運動 2020年度活動報告
 2020年度は、“世界寺子屋運動”名古屋実行委員会から日本ユネスコ協会連盟を通じて、アフガニ
スタン、カンボジア、ネパール、ミャンマーの４か国に、合計400万円を送りました。こうした支援が現地
でどのように役立てられているのか、支援先での活動について報告します。

※識字率データ：UNESCO Global Education Monitoring Report

　アフガニスタンはソ連軍の侵攻やその後の内
戦、タリバン政権による抑圧、アメリカ軍による空
爆などの悲劇的な歴史によって学校などの教育
システムが破壊され、現在でも経済的に厳しい状
況が続いています。最新のUNESCOの推計によ
るとアフガニスタンの成人識字率（15歳以上）は
43％とされ、以前よりも改善していますが、女性
の識字率は29.8％に留まっています。
　そのような中で、政府は2021年までに識字率
を60%にまで引き上げようとしています。しかし、
新型コロナウイルスの拡大により、2020年3月
から政府機関や学校が閉鎖され、学校の休校期
間は約7か月にも及びました。また、ロックダウン
によって多くの人びとが収入を得られなくなり、
学力面や親の経済的な問題により中途退学する
子どもの増加が懸念されています。

アフガニスタン
成人識字率

43％

　2020年度は、成人女性のための識字
クラスを無事に終了しました。寺子屋の建
物や民家、国内避難民キャンプにおいて
20クラスが開催され、515人が参加しま
した。
　ロックダウンにより約5か月休止してい
ましたが、クラス再開後は1クラスを2つに
わけて、マスクや消毒で感染予防対策をし
ながら行いました。長期の休止によって授
業についていけなくなった学習者がいて、通常よりも多い67人が中途退学
してしまいました。成人女性を対象とした収入向上活動である裁縫クラスに
は、12クラスで308人が参加し、技術を身につけることができました。

寺子屋でのクラス実施

　2020年10月、カブール県
中部のバグラミ郡に国内17軒
目の寺子屋が完成し、開所式
典が行われました。「アフガニ
スタン寺子屋プロジェクト」で
は初の２階建ての寺子屋です。
建物の一部が政府識字局の事
務所として活用されるととも

に、成人女性のための識字クラスや小中学生を対象とした補習クラス（算数
や英語）が実施されるなど地域の人びとに活用されています。

国内17軒目のバグラミ寺子屋が完成！

　ネパールは北部を中国に、東西および南部をイ
ンドに囲まれた内陸国です。北側にはヒマラヤ山
脈がそびえ、インフラ設備や輸送などに課題が多
く、経済発展にも地域格差が見られます。観光業
や海外からの仕送りによって経済成長はしている
ものの、都市部と農村部での教育格差は大きいま
まです。
　新型コロナウイルスの拡大によって2020年3
月から多くの学校が休校になりました。都市部の
一部私立高校などはオンライン授業を実施しまし
たが、休校期間は最長で10か月にもおよび、農村
部の学校は大きな影響を受けました。さらに、ロッ
クダウンによる雇用機会の喪失によって就学児
童の親の収入が大幅に減少したため、未就学児
童が多いルンビニでは中途退学児童のさらなる
増加が懸念されています。

　「ネパール寺子屋プロジェクト」で支援を行っていたカトマンズや、2015年
のネパール地震の被災地ルンビニある21軒の寺子屋は2020年7月から自
立して運営され、職業訓練や女性のための事業などを継続しています。ま
た、2階を増築する資金を獲得したり、寺子屋周辺の道路整備や井戸の建設
などの支援も得られています。このように、プロジェクト支援が終了後も各寺
子屋は地域の人びとによって自立的に運営されています。

寺子屋の自立

　2021年1月に、ルンビニの新たな地域でその後、未就学の子どもの数や
家庭の経済状況などを調査しました。7月からはルンビニの23地域にある各
寺子屋を通した教育支援に加え、寺子屋を運営する人びとへの研修を行い、
地域の教育問題の解決を目指しています。

新しい地域でのプロジェクト実施のための世帯調査

　2020年度は、南部のルンビニにおいて
150クラス、2,999人が4か月間の中級識字ク
ラスに参加しました。新型コロナウイルスの拡
大によって、2020年3月から約5か月間のロッ
クダウンによる影響で授業が中断しましたが、
全員が最終試験に合格し、卒業することがで
きました。規制の緩和後には、マスクの着用と

消毒など感染予防を講じながら、少人数のクラスを実施しました。卒業生は、
基礎的なネパール語のほか、カレンダーの読み方や地元の素材を使った栄
養価の高い食事の作り方などの生活スキルも身に付けることができました。

ルンビニでの識字クラスの展開

　カンボジアでは、1970年代から約20年内
戦が続きました。特に3年8か月続いたポルポト
政権下では、教育が禁止され、知識人や教員が
命を奪われ、学校施設、教材も全て失われまし
た。内戦終結から約30年経ちますが、教育が
完全に途絶えた影響は甚大です。生き残った人
びとの多くが教育を受けられないまま大人にな
り、読み書き計算など基礎的な能力がないため
安定した仕事に就けず、収入がないため自分
の子どもにも教育を受けさせることができない
という、貧困と非識字の負のサイクルが起きて
います（P1参照）。
　現在は新型コロナウイルスの影響で、都市部
富裕層と農村部貧困層の格差がより一層拡大
してしまいました。

　2020年12月、シェムリアップ州クロ
ライン郡スニュオル・コミューンに、国
内19軒目となる寺子屋が、日本企業の
支援で建設されました。スニュオル・コ
ミューンには貧困層が多く暮らしてお
り、住民の非識字率は、カンボジア全国
平均を大幅に超える27.9%です。費用
がかかるため、公共の電気を契約して

いる世帯は全体の約3割です。また、学校数は十分にあるものの、6～14歳
の子どもの2割近くが、経済的理由などで通学していません。コロナ禍で開
所式典は行えませんでしたが、運営委員に選ばれたスタッフは、寺子屋の
活動を通じて村の発展に尽くしたいと張り切っています。 

19軒目の寺子屋完成

　新型コロナウイルスによる休止が半年以
上に及んだことと、基幹産業である観光業へ
の深刻な打撃で、寺子屋での教育および収
入向上活動のニーズが高まった年となりまし
た。現地の感染防止ガイドラインに従いなが
ら、教員・スタッフ・学習者やその家族の安全
を最優先に活動しました。多くの関係者の協
力で、識字・幼稚園・復学支援・中学校進学を含む教育プログラムに参加した
941人が学習の機会を得ることができました。養牛・小口融資・米貸付を含
む収入向上のためのスキルトレーニングには390組の家族が参加しました。

感染対策をしながら、1,300人以上が寺子屋で学ぶ

　ミャンマーでは長期にわたる軍政時代
の経済の停滞と政情不安で、多くの貧困
層が生み出されました。成人識字率は
76%と推定され、子どもや若者の中途退
学率の高さも主な課題のひとつです。小
学校最終学年の就学率は95％に達する一
方、中学校になると65％に留まります。民
主化以降、基礎教育の拡充は重点課題と
して改善に向けた努力が続いていました
が、新型コロナウイルスによる影響に加
え、2月の軍事クーデターによる混乱で、
教育が危機に瀕しています。 

新しい地域で、学校に通えない子どもたち対象のプログラムを実施
　2020年からは、ミャンマー中部バゴー
地方域シュエダウン、テゴン、シュエキン、
ダイクウの合計33か所の村が新たな活動
地域です。小中学校を退学して家計のため
に働く10～17歳の子どもたち480人が
学んでいます。学習内容は「識字（読解力
促進）」「算数」「保健衛生」「コミュニケーシ
ョン」です。読み書き計算に加え、暮らしに
密着したテーマを扱うことで、多様な子ど
もたちの学びのニーズに応えています。

2月1日の軍事クーデター以降、あらゆる教育・経済
活動が止まり、子どもの教育への悪影響は甚大で
す。治安が安定次第、活動を再開し、識字教育や復
学支援に取り組む予定です。
（上記の報告は、2021年2月までの情報に基づいたものです）

　新型コロナウイルスの影響で、ミャンマーでも一部地域のロックダウンや学校の
長期間休校など、厳しい行動制限が課されました。教育の喪失が長期化することへ
の懸念から、制限解除後はなるべく早く動けるよう、教員研修会をオンラインで実施
しました。クラス再開後は感染防止基準に従い、マスクやフェイスシールドの着用、
手洗い、ソーシャルディスタンスを守
って活動を続けました。

初のオンライン教員研修会と感染防止基準に沿ったクラス運営

“世界寺子屋運動”名古屋実行委員会は、2021年度も引き続きアフガニスタン、カンボジア、ネパール、ミャンマーの
４か国を支援します。書き損じはがきの回収によって得られた現金や寄付金などから、４か国４つのプロジェクトへ合
わせて400万円の支援金を送る予定です。「書き損じはがき」はじめ寄付の送り先等は、裏表紙に掲載しています。皆
さまのご支援をお待ちしております。

カンボジア
成人識字率

81％

ネパール
成人識字率

68％
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